
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

愛荘地区

令和元年10月
滋賀県愛荘町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ○

見込み

確定 ○

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

400

45人（＋
50％）

1年以内の
達成見込み

○

1580
（1,539）

見込み・確定
の別

1,800 △延べ／10
日／月／4
ポイント 1,000

1年以内の
達成見込み

計測時期

平成30年度

平成30年度

×

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 旅人数 △

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

1,347

総合所見

中山道の再生を目的とした街道交流館の整
備を完了したが、新しい人の流れをつくる波
及性のある新たな事業の構築など、継続した
取り組みが求められる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

10日間/月の計測
であり、計測時期が
影響したものと考え

る。

□　改善策はそのまま
■　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
近江上布伝統産業会
館
月別入場者数

人/月 300 550
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

近江上布伝統産業会館による地場産業の発
信（体験事業）や最寄に駐車場が完成したこ
とによる利便性の向上が相まって、徐々に来
館者数が増加している状況。

-
120

（+300％）
平成30年度

820
（400）

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

まちづくりの拠点を活用したフォーラム等の開
催により、町民交流およびコミュニケーション
の促進に繋がる取り組みを行った。

H　　年　月指標５

グランド拡張の効果の
評価

％ -

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

76
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

保護者に15項目のアンケートを実施。171人から回
答があった。回収率６６％。アンケートを解析した結
果、グランドの拡充に効果があったとする評価を得
た。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３

旧愛知郡役所活用に
よるまちづくりのワー
クショップへの参加者
数増加率

％ 30人

その他の
数値指標１

総合所見

中山道愛知川宿の商店等81軒に19項目のアンケー
トを実施。62軒回答。回収率77％。アンケートの解析
の結果、中山道整備に効果があったとする評価を得
た。

-

その他の
数値指標２

中山道住人の事業効
果の
評価

％ -

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

-
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

-

72 - H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容

旧愛知郡役所や街道交流館（中山道を含む）、駅を結ぶエリアを本町の中心市街地と
して位置付け、各施設のネットワーク化による着地型観光（体験・宿泊）の推進や、空き
店舗対策による賑わいの創出を実施していくとともに、本エリアのメイン道路となる町道
愛知川栗田線の拡幅工事に着手し、人にやさしい、歩きたくなるまちづくりを推進する。

事業を推進していくための財源確保はもとより、本エリアの魅力を高めるために
は地域ぐるみの取り組みが不可欠となる。そのため、事業到達点を見据えた時
間軸を検討し、それにあわせた行政、地域、団体の役割を明確化することによ
り、一体的な取り組みとして相乗効果を生み出していくことが求められる。

中心市街地の魅力向上（歩きたくなるまちづくりの推進）

実施時期

○体験・宿泊
令和元年度～パイロット事
業
○空き店舗対策
令和2年度～調査
令和3年度～マッチング開
始
○拡幅工事

体験や学びをコンセプトとした「ひとづくり」の拠点としての機能を
持つことで、施設間のネットワーク化を図ることが不可欠である。

町行政および町商工会、観光協会との綿密な連携のもと、空き
家・空き店舗対策はもとより、経済の活性化、雇用の創出を目的
とした総合的な取り組みが求められる。

町道愛知川市線の先線（愛知川駅～愛の郷まで）の車道拡幅・歩
道整備を実施することで町内各施設との導線の確保が求められ
る。

今後の課題　その他特記事項

両建造物が持続可能な施設となるためには、他の町内施設とを
結ぶコア施設の機能を持つことが不可欠であり、愛荘町の魅力を
体感できる着地型の新たなメニューの構築が必要である。

中山道の景観を損なうことのないよう、建屋のファサード整備や景
観行政に着手していくことで、今後も継続した修景に取り組むこと
が求められる。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

建物の文化財価値およびまちの歴史を五感で感じることができ
る企画展やフォーラムの開催、夜間ライトアップの実施をはじ
め、志ある個人や団体の発表の場として活用した。

中山道活性化のためには、街道交流館を起爆剤とした商店街の
再生が必要であり、空き家・空き店舗の活用を目的とした町商工
会との連携協定を締結。

県道湖東愛知川線交差点から愛知川駅前までの道路線形見直
しおよび歩道整備を実施。

実施した結果

まちづくりの拠点となる旧愛知郡役所、さらに中山
道再生のきっかけを目指す街道交流館の開館によ
り、域内・域外住民の新たな交流が生まれ始めた。

歩行者・自転車の通行が可能となり、歩道と車道を
分離することで安全性の向上につながった。

両建造物がかつて旧愛知郡の中心であったことの証となる歴史
を広く発信するとともに、地域資源を活用した展示会やワーク
ショップの開催、また拠点間をつなぐ観光案内やまち歩きツアー
などを開催し、地域住民をはじめとする多くの来訪者の愛着を育
む取り組みを行った。

実施した具体的な内容

まちづくりの拠点としてのソフト対策

中山道の空家となった商店の活用、空地の活用につ
いての対応

駅周辺の道路整備

従前から魅力を高める取り組みのひとつとして沿道建屋を活用
した「のれんアート」を実施し景観づくりに資する取り組みを行っ
てきた。現在、沿道建屋の着手にまで至らないものの、道路のカ
ラー舗装および街路灯の整備を行い、歴史街道としての中山道
の魅力を高めるための取り組みを行った。

歴史街道をモチーフとした街路灯の整備は、メディ
アにも取り上げられ、地域住民のまちづくりの機運
を高めるきっかけとなった。

個人や団体の可能性を試す多様なテーマを取り上
げた展示会等の場として活用したことにより、子ども
から高齢者まで幅広い年代層の人が集える拠点と
しての機能を確立した。

協定締結後、空き家・空き店舗の活用だけでなく、
中小企業施策もあわせて活用できるよう継続した協
議を行っている。また、地域イベント時にモデル的
に空き店舗を活用し、賑わいの再生に寄与する取り
組みを行った。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

旧郡役所・街道交流館活用のソフト対策の強化

中山道沿道建屋の空間整備による魅力の強化

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（精算報告）

愛荘
あ い し ょ う

地区
ち く

滋賀
し が

県
け ん

　愛荘町
あ い し ょ う ち ょ う

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

平成30年3月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 1270 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 平成23年度 平成28年度

人/月 平成23年度 平成28年度

人/年 平成23年度 平成28年度

300

1,800

400

旧愛知郡役所活用によるまちづく
りのワークショップへの参加者数増
加率

旧愛知郡役所活用によるまちづくりのワークショップへの参
加者数増加率

まちづくりへの参加意識向上、コミュニティの活性化、活動場所や
ソフトを充実させることにより多くの住民の意識向上やコミュニティ
活動の活性化

30 45

近江上布伝統産業会館月別入場
者数

近江上布伝統産業会館月別入場者数 旧愛知郡役所の再整備により観光客数の増加を図る。

中山道を訪れる旅人の数 中山道を訪れる旅人の数
来訪者の増加により活性化を図る。施設整備やガイドの育成によ
り地域住民はもとより、来訪者の利用を増進させる。

1,000

計画期間 交付期間 28

大目標：安心・元気・喜びの町づくり推進
　目標１：旧中山道整備による賑わいの再生
　目標２：地域固有資源の保存・有効活用による文化・学習・交流ネットワークの強化
　目標３：人にやさしい交通体系の整備による安全・安心の向上

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 滋賀県 愛荘町
アイショウチョウ

愛荘
アイショウ

地区
チク

・愛荘町総合計画では、安心・いきいき笑顔あふれる「くらし」,快適・便利で元気な「まち」、心ふれあい、学び合い、分かち合う「人」をまちづくりの基本理念に６つの基本方針を定めている。また３つの重点プロジェクトには、地域資源の掘り起こしと活用、
拠点となる文化・学習・交流施設のﾈｯﾄﾜｰｸを目指す「（仮称）まちじゅうミュージアム構想」、産業連携の体制づくり、他の地域との交流の場づくりなどを推進する「農林・商工・観光一体型の産業振興」、地域公共ｼｽﾃﾑなどを構築する「つながる・ひろがる
交流都市」、などの推進を位置づけている。

・平成18年2月に愛知川町と秦荘町が合併し誕生した愛荘町は、「心ふれ愛・笑顔いっぱいの元気なまち」を将来像とした総合計画において、「安心」「元気」「喜び」をキーワードとした３つの「まちづくり重点プロジェクト」をもとにして、まちづくりを推進して
いる。また、合併後には町の東部を縦断する名神高速道路・湖東三山ｽﾏｰﾄＩＣが平成25年の開通を目標に工事が進められており、住民の利便性向上や救急・医療活動の強化とともに、湖東三山（西明寺・金剛輪寺・百済寺）や多賀大社など湖東地域へ
の観光客増加や企業誘致によるまちの活性化に期待している。
・本地域は旧中山道「愛知川宿」としての栄えた地域であるが、郊外や近隣市町への大型店舗の立地により賑わいは薄れているものの、街道近くには住民団体が保存活用運動を行う県内で唯一現存する「旧愛知郡役所」やＮＰＯ法人の知的資源ｲﾆｼｱ
ﾃｨﾌﾞ（ＩＲＩ）が、これからの図書館のあり方を示唆するような先進的な活動を行っている機関に対して授与している”Ｌｉｂｒａｒｙ of the Year 2007"の大賞を受賞した「愛荘町立愛知川図書館」がある。また旧愛知川町域に江戸時代から伝わる不思議な工芸品
「愛知川びん細工てまり」を展示し、その歴史や製作工程を解説するパネルやビデオで紹介する「愛知川びんてまりの館」、さらには近江鉄道の「愛知川駅舎」には文化・芸術に触れる企画展を催す愛知川駅コミュニティー施設「るーぶる愛知川」などの観
光資源となる施設を有し、地域の情報発信により住民の生涯学習を支援するとともに観光振興に取り組んでいる。
・一方、都市部への通勤圏内であり比較的、安価な土地に新興住宅地やアパートの建設が進行し、若い世代の人口が増加している。なお、国道8号の恒常的な渋滞により児童生徒の通学の安全確保も困難な状況であるとともに、ＪＲ能登川駅から近江
鉄道の愛知川駅を経由するバス路線においても同地域の道路が狭隘であることから車両の対向も困難であり、早期の改修が望まれている。さらに、増加する子育て世代においては、安心して子どもたちと触れ合う憩いの場として町が整備を進めている
都市計画公園の早期完成を熱望している。

・旧愛知郡役所が立地する土地・建物はＪＡの所有であるが、県内唯一現存する旧郡役所の保存活用を要望する住民団体が運動を展開しており、町は、歴史的・文化的価値のある同施設を保存活用するため、旧郡役所取得の方策について協議を継続
している。
・旧中山道においてはかつての賑わいが薄れるなか、湖東三山ｽﾏｰﾄＩＣ開通による観光客誘導により賑わいを取り戻すためのｲﾝﾌﾗ（駐車場・トイレ・休憩所・道路）整備が課題となる。
・住宅開発が進み人口が増加する愛知川地域においては、国道8号の渋滞と国道8号へ通じる町道の歩道設置が見込めないため、児童・生徒の通学に危険度を増している箇所が増大している。また、近江鉄道「愛知川駅」を経由する路線バスも本地域
を通過しており、今後増加を見込む観光客や通学時の安全確保が課題である。さらに、都市計画公園の早期完成が課題である。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
旧中山道整備による賑わいの再生
・旧中山道の町並みを重視した道路の舗装を実施し、あわせて町並みをライトアップして夜間における景観の向
上を図り、歴史のある町並みを活かし、快適で魅力ある町並み整備を行い、旅人が多く訪れる個性ある町づくり
を進める。旅人の利便性を向上させるため、駐車場、休憩所、トイレ、案内所等を整備する。
・まちかど博物館に指定された各商店には、それぞれに独自の店の顔があることから、町の活性化にこれらの
要素を活用し、地域のコミュニティの醸成を進め、商店街の活性化を実現する。

旧中山道愛知川宿道路カラー舗装事業（基幹事業）・東部公園整備
事業（基幹事業）・旧中山道愛知川宿街路灯整備事業（基幹事業）・
旧中山道愛知川宿駐車場整備事業（提案事業）・愛知川幼稚園ｸﾞﾗｳ
ﾝﾄﾞ拡張事業（提案事業）

地域固有資源の保存・有効活用によるぶんか・学習・交流ﾈｯﾄﾜｰｸの強化
・古くから湖東地方の文化的中心地であった旧中山道「愛知川宿」には、90年近くの歴史を有する旧郡役所が
残されている。この建物は、大正11年（1922年）に竣工した木造2階建ての近代洋風建築である。高さは棟まで
13メートルあり、地域のシンボルとして堂々たる風格を有している。この旧郡役所を地域のシンボルとしてまちづ
くりに活用、市民の交流、コミュニケーションの場として整備を進める。さらに街道を歩く旅人の施設整備を同時
に進める。一方、湖東三山ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰチェンジに近い蚊野においては、公民館跡地を市民と旅人の交流ができ
る場の整備を進める。

旧愛知郡役所保存活用事業（基幹事業）・愛知川宿街道交流館整備
事業（基幹事業）・町民交流広場整備事業（提案事業）

人にやさしい交通体系の整備による安全・安心の向上
近江鉄道の「愛知川駅」および「るーぶる愛知川」と県道湖東愛知川・市線において交差点の改修に合わせ、歩
行者の安全確保のための歩道設置を進める。

町道愛知川線交差点改良事業（基幹事業）

○旧郡役所の保存の市民活動について
町内の有志により旧愛知郡役所建物の保存と活用については広く保存活動を行っている「こころばえの会」があり、署名活動が行われ、2千５百名の署名を集めた。当会では、「よみ
がえれ旧愛知郡役所」というＰＲ紙を発行し、保存に必要な市民の理解を広く訴えている。今後、旧愛知郡役所の活用について、さまざまなアイデアを準備しているところである。
○近隣の大学との連携
まちづくりについては、これまでに滋賀大学・滋賀県立大学・びわこ学院大学と連携し、まちづくりについてのアイデアに基づく学生のパワーを活かしたまちづくりを進める。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 町 直 L=71m 24 24 24 24 20 20 20 20

公園 町 直 A=10,560㎡ 25 26 25 26 139 139 139 139

河川
下水道
駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 町 直 A=2,750㎡ 24 24 24 24 29 29 29 29
高質空間形成施設 町 直 65基 27 27 27 27 37 37 37 37
高次都市施設
既存建造物活用事業 町 直 A=2123.89㎡ 26 28 26 28 266 266 266 266
既存建造物活用事業 町 直 A=1394.56㎡ 27 28 27 28 416 416 416 416
都市再生交通拠点整備事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
人にやさしいまちづくり事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 907 907 907 907

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
町 直 A=1776.4㎡ 24 26 24 26 66 66 66 66
町 直 A=1746.52㎡ 24 24 24 24 11 11 11 11
町 直 A=4098㎡ 24 28 24 28 104 104 104 104

合計 181 181 181 181
合計(A+B) 1,088

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

事業活用
調査

0

町民交流広場整備事業 0
0旧中山道「愛知川宿」駐車場

規模

0

愛知川幼稚園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ拡張事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
うち民負担分

住宅市街地
総合整備
事業

0

0
0

0

0

うち民負担分
0

交付対象事業費 1,088 交付限度額 428 国費率 0.393

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

市交差点

東部地域公園

旧中山道愛知川宿道路カラー

旧愛知郡役所保存活用事業

旧中山道街路灯整備

旧近江銀行保存活用事業

事業箇所名 事業主体 直／間事業
細項目

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業
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